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皆
様
の
お
手
元
に
は
、
大
学

一
〇
〇
周
年
募
金
趣
意
書
が
届

い
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

す
で
に
、
賛
同
し
振
り
込
ん

で
下
さ
る
方
も
次
々
と
あ
り
感

謝
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

目
標
の
五
千
万
円
に
は
厳
し
い

状
態
で
す
。
母
校
の
発
展
の
た

め
に
ま
す
ま
す
の
熱
い
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

学
長
先
生
を
は
じ
め
多
く
の

方
々
の
お
力
に
よ
り
大
学
が
目

覚
ま
し
く
発
展
し
、
変
貌
す
る

今
、
私
ど
も
同
窓
会
は
そ
れ
に

ふ
さ
わ
し
く
変
わ
っ
て
い
る
か

を
い
つ
も
思
い
ま
す
。

　

大
学
は
ラ
ン
キ
ン
グ
で
全
国

の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に
な
り
、
学

長
先
生
は
、「
こ
れ
か
ら
は
教

育
で
日
本
一
に
な
る
」
と
宣
言

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
き
っ

と
達
成
さ
れ
る
事
と
確
信
し
て

い
ま
す
。
キ
ャ
ン
パ
ス
は
美
し

く
女
子
大
ら
し
い
雰
囲
気
を
漂

わ
せ
て
香
住
ヶ
丘
に
生
ま
れ
変

わ
り
、
地
域
に
開
か
れ
た
、
ま

さ
に
地
域
と
共
に
あ
る
大
学
と

な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
こ

に
集
う
人
々
の
顔
が
日
に
日
に

豊
か
に
自
信
に
満
ち
た
も
の
に

変
わ
っ
て
い
く
よ
う
に
私
に
は

見
え
ま
す
。

　

こ
の
充
実
し
た
時
期
に
、
私

が
同
窓
会
の
会
長
を
務
め
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
こ
と
は
喜
び
で

も
あ
り
幸
せ
な
こ
と
で
し
た
。

そ
れ
と
同
時
に
大
き
な
責
任
を

感
じ
る
と
き
で
も
あ
り
ま
し

た
。
同
窓
会
は
ま
だ
ま
だ
足
り

な
い
、
同
窓
会
も
変
わ
り
、
新

し
い
歴
史
を
作
っ
て
い
か
な
く

て
は
な
ら
な
い
と
い
う
実
感
が

強
く
あ
り
ま
す
。
私
ど
も
も
意

識
と
質
・
格
式
を
高
め
て
ト
ッ

プ
リ
ー
ダ
ー
を
出
す
こ
と
を
目

指
し
た
い
と
切
に
思
い
ま
す
。

　

卒
業
生
一
人
一
人
の
考
え

方
、
生
き
方
が
大
学
の
質
と
言

え
ま
す
。
大
学
に
は
同
窓
会
は

必
要
で
す
。
母
校
に
関
心
を
寄

せ
、
誇
り
に
思
う
卒
業
生
が
い

て
こ
そ
で
す
。

　

一
〇
〇
周
年
を
前
に
し
て
の

卒
業
生
数
は
一
万
余
人
で
す
、

小
さ
い
同
窓
会
で
す
。
そ
の
小

規
模
さ
が
私
ど
も
の
幸
せ
の
部

分
で
あ
っ
た
こ
と
も
事
実
で

す
。
福
岡
女
子
大
学
な
り
の
同

窓
会
に
対
す
る
意
識
を
持
っ
て

い
た
だ
け
た
ら
と
願
い
ま
す
。

誰
か
が
支
え
る
で
は
な
く
、
多

く
の
卒
業
生
の
方
の
力
が
必
要

で
す
。
私
ど
も
同
窓
生
は
力
の

あ
る
卒
業
生
で
あ
る
と
信
じ
ま

す
。

　

年
次
会
費
の
納
入
率
は
17
％

で
す
。
こ
の
事
実
を
お
考
え
く

だ
さ
い
。

　

真
に
役
立
つ
誇
り
と
自
信
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

５
月
27
日
㈰
、
西
鉄
グ
ラ
ン

ド
ホ
テ
ル
に
て
同
窓
生
202
名
出

席
の
も
と
総
会
が
開
か
れ
た
。

　

開
会
の
言
葉
、
物
故
者
へ
の

黙
祷
に
続
き
、
矢
野
会
長
が
挨

拶
。
同
窓
生
の
日
ご
ろ
の
協
力

に
対
す
る
感
謝
の
言
葉
、
大
学

100
周
年
事
業
へ
の
さ
ら
な
る
協

力
依
頼
、
大
学
の
目
を
見
張
る

ほ
ど
の
発
展
（
福
岡
女
子
大
学

は
国
内
の
大
学
評
価
で
は
上
位

に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
）と
、

そ
れ
に
対
す
る
我
々
先
輩
・
同

窓
生
の
役
割
と
ま
す
ま
す
の
支

援
へ
の
期
待
を
語
っ
た
。

議
事

１　

平
成
29
年
度
事
業
報
告

　
　
「
薪
能
」
実
施
、
筑
紫
海

会
賞
授
与
、
学
生
と
の
「
お

茶
の
会
」
実
施
等
、
総
会
・

支
部
長
会
・
ク
ラ
ス
委
員
会

を
含
め
事
業
内
容
の
報
告
。

２　

会
計
決
算
報
告
・
監
査
報
告

　
　

１
、２
を
拍
手
で
承
認
。

３　

役
員
選
考
委
員
会
報
告

　
　

新
理
事
４
名
を
選
出
し
た

と
選
考
委
員
長
よ
り
報
告
。

こ
れ
を
拍
手
で
承
認
の
後
、

矢
野
会
長
よ
り
退
任
理
事
に

労
い
の
言
葉
、
新
任
理
事
の

紹
介
。

４　

平
成
30
年
度
事
業
計
画
案

　
　

薪
能
、筑
紫
海
会
賞
贈
呈
、

お
茶
の
会
、か
す
み
祭
参
加
、

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
実
施
、
大
学

100
周
年
記
念
事
業
へ
の
協
力

等
を
提
案
。

５　

平
成
30
年
度
予
算
案

　
　

昨
年
度
の
入
会
金
の
大

幅
減
収
150
万
円
・
会
費
減
収

34
万
円
に
伴
い
、
予
算
を
縮

小
。
今
年
度
は
支
部
へ
の
補

助
金
削
減
、
事
務
費
・
会
議

費
等
全
体
的
に
削
減
し
て
の

対
応
予
定
。
来
年
度
よ
り
最

大
の
出
費
で
あ
る
会
報
郵
送

費
を
鑑
み
、
会
報
は
年
１
回

の
発
行
に
変
更
の
予
定
。

　

４
・
５
に
つ
い
て
の
審
議
内

容
。
予
算
の
立
て
方
に
つ
い
て

質
問
。
減
収
の
原
因
に
つ
い
て

は
、
現
代
の
風
潮
お
よ
び
同
窓

会
が
任
意
団
体
で
あ
る
こ
と
等

を
説
明
。
さ
ら
に
、
今
後
の
入

会
金
・
年
会
費
納
入
率
ア
ッ
プ

の
方
策
を
検
討
中
で
あ
る
と
回

答
。
同
窓
会
員
の
さ
ら
な
る
協

力
と
会
員
相
互
の
声
掛
け
を
要

請
。
な
お
、
同
窓
生
な
ら
で
は

の
文
化
講
演
会
活
動
等
を
望
む

意
見
が
あ
っ
た
。

　

諸
連
絡
の
後
、
閉
会
。

筑
紫
海
会
賞
授
賞
披
露

　

受
賞
者　

真
栄
田
夢
歌
さ
ん

の
発
表
を
Ｖ
Ｔ
Ｒ
で
鑑
賞
。

学
生
の
発
表

　

環
境
科
学
科　

林
絵
里
香
さ

ん
の
「LISTEN

　

TO

　

M
Y

HEART

」
副
題
「
女
子
大
で

学
ん
だ
大
学
生
活
の
意
味
」
発

表
。

懇
親
会

　

梶
山
千
里
理
事
長
兼
学
長
の

挨
拶
。
支
部
長
紹
介
、
女
専
の

皆
さ
ん
へ
花
束
贈
呈
、
乾
杯
。

に
ぎ
や
か
に
歓
談
の
後
、
校
歌

斉
唱
、来
年
度
当
番
学
年
紹
介
、

実
行
委
員
長
挨
拶
で
幕
を
閉
じ

た
。

▼
支
部
総
会
の
出
席
率
を
高
め

よ
う
と
役
員
会
で
知
恵
を
絞

り
、
名
案
を
得
た
。
総
会
当
番

年
の
西
暦
末
尾
と
卒
業
回
数
末

尾
を
一
致
さ
せ
る
こ
と
。
異
世

代
交
流
と
支
部
活
動
の
活
性
化

も
期
待
で
き
そ
う
だ
。
皆
、
賛

同
し
た
。
▼
い
く
つ
に
な
っ
て

も
学
ぶ
こ
と
は
楽
し
い
。
こ
の

春
、
熊
本
支
部
の
先
輩
Ｋ
さ
ん

と
、
大
学
生
向
け
の
イ
ギ
リ
ス

語
学
研
修
に
参
加
す
る
機
会
を

得
た
。
後
期
高
齢
者
の
Ｋ
さ
ん

だ
が
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
も
含
め
て

３
週
間
を
同
室
で
過
ご
し
、
彼

女
の
知
的
好
奇
心
、
柔
軟
な
思

考
、
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
軽
さ
に

感
銘
を
受
け
た
。
孫
世
代
の
学

生
と
同
じ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
受
講

す
る
た
め
、
引
率
の
先
生
や
学

生
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
体

調
管
理
、
予
習
復
習
と
万
全
の

態
勢
で
臨
む
姿
勢
に
学
ぶ
こ
と

が
多
か
っ
た
。
▼
研
修
の
最

終
日
。
同
行
し
た
大
学
生
か

ら
、
別
れ
際
に
短
い
手
紙
を
も

ら
っ
た
。
年
上
世
代
と
接
す
る

こ
と
の
少
な
い
自
分
に
と
っ

て
、
我
々
の
存
在
や
我
々
の
関

係
が
と
て
も
素
敵
で
勉
強
に
な

っ
た
と
の
こ
と
。
予
期
せ
ぬ
手

紙
。
大
変
嬉
し
か
っ
た
。
同
時

に
同
窓
会
の
素
晴
ら
し
さ
に
気

付
か
さ
れ
た
。
▼
同
窓
会
は
年

に
数
回
会
う
だ
け
の
関
係
だ
が

根
底
に
は
お
互
い
の
信
頼
が
あ

る
。
年
齢
や
環
境
の
違
い
で
異

な
る
視
点
に
気
付
か
さ
れ
、
生

き
方
を
学
ぶ
機
会
を
与
え
て
く

れ
る
。改
め
て
お
誘
い
し
た
い
。

同
窓
会
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

素
敵
な
出
会
い
と
楽
し
い
時
間

が
待
っ
て
い
ま
す
。

　
　

魚
住
寿
穂
（
大
22
被
）

�

熊
本
支
部

　

平
成
30
年
度
の
筑
紫
海
会
総

会
に
向
け
、
ほ
ぼ
一
年
間
に
わ

た
り
当
番
期
で
協
力
し
な
が
ら

準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し

た
。
久
し
ぶ
り
に
懐
か
し
い
顔

を
合
わ
せ
、
会
議
の
合
間
に
は

大
学
の
カ
フ
ェ
で
お
茶
を
飲
み

な
が
ら
話
も
弾
み
、
楽
し
い
時

間
が
持
て
ま
し
た
。

　

総
会
懇
親
会
で
は
、
現
在
の

学
生
生
活
が
伝
わ
る
発
表
を
聞

く
こ
と
が
で
き
、
母
校
が
時
代

の
流
れ
と
と
も
に
発
展
し
て
い

る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

さ
て
、
今
回
私
が
当
番
期
と

な
っ
た
こ
と
に
ご
縁
を
感
じ
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、

私
が
こ
の
４
月
か
ら
勤
務
し
て

い
る
福
岡
県
立
中
間
高
校
の
校

歌
を
、
元
福
岡
女
子
大
学
学
長

倉
野
憲
司
先
生
が
作
詞
さ
れ
て

い
る
こ
と
で
す
。
本
校
は
昭
和

58
年
の
創
立
で
、
初
代
校
長
が

自
身
の
先
輩
に
あ
た
る
倉
野
先

生
に
依
頼
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

倉
野
先
生
は
、
わ
ざ
わ
ざ
中
間

市
に
足
を
運
ば
れ
、
地
域
の
こ

と
が
反
映
さ
れ
た
歌
詞
と
な
る

よ
う
心
配
り
さ
れ
た
と
、先
日
、

初
代
校
長
宅
へ
伺
っ
た
際
に
、

懐
か
し
そ
う
に
話
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

　

今
後
も
筑
紫
海
会
が
ま
す
ま

す
活
気
溢
れ
る
よ
う
、
会
員
の

一
員
と
し
て
応
援
し
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

福岡女子大学
同  窓  会

第95号
事務局　福岡女子大学内  TEL・FAX（092）692-3194
HP － http/www.fwu.ac.jp/tukusimikai/ または「筑紫海会」で検索

全員で女専と女子大の校歌斉唱

梶山千里学長・小川博知事・山中一男自治協議会会長
左から矢野会長・樋口明県議会議長新キャンパス竣工 

波

紋

同
窓
会
も
、変
わ
れ
る
か

大
幅
な
収
入
減
に
予
算
削
減
へ
！　

会
報
発
行
年
1
回
に
！

筑
紫
海
会
会
長
　
矢
野  

芙
美
子
（
大
10
国
）

平
成
30
年
度
　
総
会
報
告

総
会
当
番
を
終
え
て

�

実
行
委
員
長
　
　
　
　
　
　
　
　

�

杉
本  

真
由
美
（
大
33
被
）

筑紫海会総会

大学100周年記念事業募金プロジェクト

2019年５月26日（日）

同窓会の目標5,000万円！　ご協力をお願いします！

西鉄グランドホテル

会報（96号）およびHP用紙にてお申し込みください（４月以降）

当番学年　35，36，55，56，65回生

矢野芙美子（筑紫海会会長）　　江島　玲子（副会長）　　迫田やよい（副会長）
池野　京子（大１生）　　　　上村　元子（大６被）　　大音　惠子（大10理）
小辻　芳子（大12理）　　　　古屋　和子（大15英）　　高木　俊子（大19理）
岩崎　和美（大21英）　　　　須藤　壽恵（大23国）

振込用紙の必要な方は事務局にお問合せください
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4
月
22
日
（
日
）
大
学
会
館

に
て
、
開
学
記
念
式
典
と
第
7

回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
が
開

催
さ
れ
、
同
窓
生
91
名
も
参
加

し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
梶
山
千
里
学
長
よ

り
「
今
、
福
岡
女
子
大
学
は
～

教
育
で
一
流
大
学
を
目
指
そ

う
」
と
キ
ャ
ン
パ
ス
の
再
整
備

が
な
さ
れ
た
今
、
ク
ォ
ー
タ
ー

制
を
取
り
入
れ
、
同
じ
授
業
を

複
数
回
受
講
す
る
こ
と
で
理
解

が
深
ま
り
、
ま
た
ク
イ
ズ
（
試

験
）
を
多
く
、
授
業
ス
タ
ー
ト

前
に
教
員
と
学
生
が
徹
底
討

論
、
勉
強
を
せ
ざ
る
を
得
な
い

仕
掛
け
な
ど
、
大
学
力
と
両
輪

の
教
育
力
に
つ
い
て
熱
い
ご
挨

拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
第
4
回
筑
紫
海
会
賞
は

国
際
教
養
学
科
４
年
の
真
栄
田

夢
歌
さ
ん
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た

が
、
現
在
上
海
に
留
学
中
と
の

こ
と
で
、
代
理
で
国
際
教
養
学

科
中
村
円
香
さ
ん
が
矢
野
会
長

か
ら
賞
状
と
記
念
品
を
受
け
取

り
、
真
栄
田
さ
ん
か
ら
は
ビ
デ

オ
レ
タ
ー
で
笑
顔
と
と
も
に
喜

び
の
挨
拶
が
披
露
さ
れ
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、「
九
州
北
部
豪
雨

被
害
の
実
態
と
復
興
へ
の
課

題
」
と
題
し
て
朝
倉
市
ま
ち
づ

く
り
委
員
会
新
チ
ャ
レ
ン
ジ
大

学
企
画
委
員
会
代
表
篠
﨑
正
美

氏
よ
り
記
念
講
演
が
あ
り
ま
し

た
。

　

次
に
会
場
を
ス
ポ
ー
ツ
キ
ュ

ー
ブ
に
移
し
て
、
新
キ
ャ
ン
パ

ス
竣
工
祝
賀
パ
ー
テ
ィ
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
小
川
県
知
事
の

祝
辞
も
あ
り
、
鏡
開
き
が
盛
大

に
行
わ
れ
、
会
は
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。
ま
た
篠
﨑
氏

提
供
の
福
岡
あ
さ
く
ら
老
舗
蔵

元
国
菊
の
あ
ま
ざ
け
も
ふ
る
ま

わ
れ
ま
し
た
。

（
講
演
要
旨
）

　

2017
年
7
月
5
日
朝
倉
市
で
は

経
験
し
た
こ
と
の
な
い
豪
雨
が

降
り
続
い
て
各
地
で
浸
水
や
決

壊
が
発
生
。
多
く
の
人
命
が
失

わ
れ
、
家
屋
や
農
地
、
働
く
場

な
ど
が
破
壊
さ
れ
た
。
1
週
間

毎
に
状
況
が
変
わ
っ
て
い
く
な

か
、
ま
だ
生
々
し
く
傷
跡
が
残

る
被
災
地
で
、
復
旧
と
復
興
、

立
ち
上
が
り
の
為
に
何
を
す
べ

き
か
。

　

こ
れ
か
ら
の
暮
ら
し
や
仕
事

の
再
建
に
向
け
て
、
各
地
の
実

情
を
知
り
、
生
活
の
再
建
と
街

づ
く
り
に
向
け
て
、
復
旧
へ
の

想
い
、
考
え
方
を
共
有
す
る
た

め
に
、
12
年
間
続
け
た
「
朝
倉

市
ま
ち
づ
く
り
チ
ャ
レ
ン
ジ
大

学
」
を
活
用
し
て
、
九
州
大
学

工
学
部
支
援
団
と
連
続
講
座
を

立
ち
上
げ
た
。

　

1
回
目
は
2
か
月
後
の
9
月

30
日
に
、
そ
の
後
10
月
、
11
月

と
3
回
実
施
し
た
。　

　

市
民
に
情
報
を
共
有
し
て
も

ら
い
、
復
興
計
画
へ
つ
な
げ
る

こ
と
、
訓
練
の
大
切
さ
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
と
参
画
、
シ

ン
プ
ル
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
等

市
民
の
取
り
組
み
現
況
が
語
ら

れ
た
。

篠
﨑
正
美
氏
の
紹
介

九
州
大
学
文
学
部
大
学
院
修
士

課
程
（
社
会
学
）
終
了

1982
年
か
ら
2005
年
福
岡
女
子
大
学

非
常
勤
講
師
（
女
性
学
・
ジ
ェ

ン
ダ
ー
論
）

㈱
篠
﨑　

取
締
役　

九
州
ハ
ビ
テ
ー
シ
ョ
ン
㈲

ぬ
く
も
り
の
家　

代
表
取
締
役

　

こ
の
度
は
、
名
誉
あ
る
筑
紫

海
会
賞
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。こ
の
表
彰
は
私
に
と
っ
て
、

こ
の
上
な
い
栄
誉
で
あ
る
だ
け

で
な
く
、
４
年
間
の
活
動
を
振

り
返
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し

た
。

　

私
は
こ
れ
ま
で
、
サ
ー
ク
ル

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し

て
学
内
外
で
様
々
な
交
流
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
ひ
と

え
に
、「
卒
業
ま
で
に
理
想
の

リ
ー
ダ
ー
像
を
探
求
し
、
自
ら

の
活
動
や
経
験
を
通
し
て
そ
れ

を
体
現
す
る
」
と
い
う
目
標
が

あ
っ
た
か
ら
で
す
。

　

活
動
当
初
は
、
漠
然
と
し
た

目
標
に
対
し
て
何
を
す
れ
ば
良

い
の
か
分
か
ら
ず
、
自
分
の
行

動
に
自
信
が
持
て
な
い
こ
と

も
多
く
あ
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
チ
ャ
ン
ス
を
見
逃
さ
ず
勇

気
を
も
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

内
に
、
学
内
で
培
っ
た
英
語
力

や
積
極
性
を
学
外
で
活
か
せ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し

て
、
自
分
で
も
気
づ
か
ぬ
間
に

た
く
さ
ん
の
関
わ
り
を
得
て
、

香
住
ケ
丘
と
い
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
一
部
に
な
っ
た
の
だ
と
実

感
し
た
時
、
私
は
心
か
ら
女
子

大
に
来
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま

し
た
。

　

今
回
の
賞
を
い
た
だ
け
た
の

も
、
大
学
や
地
域
の
方
々
の
支

え
あ
っ
て
の
こ
と
で
す
。
濃
密

な
４
年
間
を
過
ご
す
中
で
、
自

身
の
能
力
の
向
上
だ
け
で
な

く
、
女
子
大
生
と
し
て
母
校
愛

を
も
つ
こ
と
が
で
き
た
の
も
私

の
誇
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
も
10
月
12
日
（
金
）
大

学
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

2016
年
5
月
筑
紫
海
会
創
立
90

年
・
美
術
館
グ
ラ
ン
ド
オ
ー

プ
ン
を
記
念
し
て
開
催
さ
れ

た
「
薪
能
」
は
、
昨
年
か
ら
1

年
生
全
員
と
留
学
生
を
対
象
に

感
性
教
育
の
一
環
と
し
て
実
施

す
る
こ
と
に
な
り
、
人
間
国
宝

の
山
本
東
次
郎
氏
を
は
じ
め
と

す
る
方
々
に
よ
り
上
演
さ
れ
ま

す
。

　

筑
紫
海
会
も
大
学
の
趣
旨
に

賛
同
、
引
き
続
き
大
学
と
の
共

催
事
業
と
し
て
支
援
し
て
い
ま

す
。

　

同
窓
会
に
も
席
が
ご
ざ
い
ま

す
が
、
先
着
順
で
す
。
参
加
ご

希
望
の
方
は
事
務
局
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

当
日
は
18
時
40
分
開
演
。
能

楽
師
鷹
尾
維
教
氏
に
よ
る
プ
レ

ト
ー
ク
、狂
言
、火
入
れ
式
、能
。

20
時
40
分
終
演
予
定
。

「香住っ子ひろば」の子どもたちと

地獄めぐり

かすみ祭
参加します

平成30年度

場所：福岡女子大学  研究棟１F多目的スペース

軽食を取りながら、大学生と同窓生が
気軽に語り合う会です 女子大の留学生を迎えて

下さるボランティアのご
家庭を募集します。
申込み方法　10月末日までに①～⑤をご記入の上
　　　　　　下記へお申し込みください。
　　① 住所　　　② 氏名（卒業回・学部）
　　③ 電話番号　④ 家族構成（ペットも含めて）
　　⑤ Eメールアドレス
申込み先　筑紫海会事務局（留学生のお正月体験係）
　※なお、ご都合により、多少日程が変更になっても
　　構いません。

在学生に同窓会を身近に感じてもらおうと
の趣旨で始めた「お茶の会」は今年で 5回
目になります。（無料）
奮ってご参加ください。

11/28㊌ 12：00～
年末年始のうち
 １～２泊

お茶の会 ホストファミリー

開学記念式典＆
第 8 回ホームカミングデーのご案内

2019年４月21日（日）  大学会館
○各支部長・クラス委員を通じてご案内いたします。
○参加希望の方は、支部・クラスを通してお申込みください。

開
学
記
念
式
典
＆

第
７
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

記念講演

九
州
北
部
豪
雨
被
害
の
実
態
と

復
興
へ
の
課
題

朝
倉
市
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

新
チ
ャ
レ
ン
ジ
大
学
企
画
委
員
会

代
表　

篠
﨑
　
正
美 

氏

第
４
回
筑
紫
海
会
賞
を
受
賞
し
て

第
３
回
福
岡
女
子
大
学  

薪
能

 

国
際
教
養
学
科
４
年　

真
栄
田
　
夢
歌

��

演
目
及
び
演
者

　

狂
言 

﹁
萩
大
名
﹂

　
シ
テ　

山
本
東
次
郎
︵
人
間
国
宝
︶

　

能　

 
﹁
葵
上
﹂

　

シ
テ　

観
世
喜
正

日　時：11／３（土・祝）・４（日） 10～16時
催　し：☆同窓会活動展示
　　　 ☆チャリティーバザー
会　場：同窓会室「つくしみ会室」
�　つくしみ会室を同窓生の憩いの場としてご利用
�　ください。
�　簡単な飲み物等を準備しています。
★バザーの品物提供にご協力をお願いします。
①�品　物
�　不要になった装飾品・未使用の日用品及び雑貨等
�　（大きすぎるものは不可）
②�搬入期日
�　2018年10月22日（月）～26日（金）�10時から16時
③�搬入方法
�　事務局にご持参下さるか、郵送・宅急便
�　送料は送り主負担にてお願いします。

全てのお問い合わせ、お申込みなどは
TEL・FAX 092（692）3194　Ｅ-mail : tukusimikai@mb2.fwu.ac.jp



⑶ 第95号つくしみ会　会報 2018年（平成30）10月１日

　本年も総会及び各支部の総会に大学
より先生方に出席していただきました。
　充実した支部総会が開催できました
ことに心よりお礼申し上げます。
支　部 大学からの出席者

総　会 梶山千里 理事長兼学長

東　京 梶山千里 理事長兼学長

近　畿 吉村利夫 理事兼副学長

佐　賀 渡辺浩志 副理事長

広　島 中村　強 国際文理学部長

鹿児島 渡邉　俊 学長補佐

宮　崎 新開章司 副学長

筑　豊 庄山茂子 副学長

北九州 野依智子 副学長

久留米・筑豊 深町朋子 学長補佐

　

広
島
支
部
で
初
回
の
総
会
が

開
催
さ
れ
て
以
来
32
年
間
、
隔

年
で
の
開
催
で
今
年
が
第
17
回

を
迎
え
ま
し
た
。
前
回
ま
で
広

島
市
及
び
近
隣
の
地
域
で
開
催

し
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
今
回

は
初
め
て
県
東
部
の
福
山
市
で

の
開
催
を
企
て
ま
し
た
。
集
ま

っ
て
い
た
だ
け
る
か
と
の
不
安

を
抱
え
な
が
ら
も
、
当
番
を
快

諾
し
て
下
さ
っ
た
、
石
津
豊
子

さ
ん
（
大
25
国
）
と
伊
藤
直
子

さ
ん
（
大
35
理
）
の
お
二
人
と

準
備
を
進
め
、
6
月
10
日
に
開

催
で
き
ま
し
た
。
会
場
は
福
山

城
公
園
に
あ
る
福
寿
会
館
と
い

う
、
以
前
は
市
の
迎
賓
館
と
し

て
使
用
さ
れ
て
い
た
洋
館
を
お

借
り
し
ま
し
た
。

　

大
学
か
ら
国
際
文
理
学
部
長

の
中
村
強
先
生
と
本
部
か
ら
迫

田
や
よ
い
副
会
長
の
ご
出
席
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
中
村
先
生

か
ら
は
、
国
際
化
や
女
性
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
日
本
の
み
で
な
く

世
界
で
活
躍
で
き
る
人
材
育
成

を
目
指
し
て
い
る
と
の
お
話
が

あ
り
ま
し
た
。
迫
田
副
会
長
か

ら
は
、
筑
紫
海
会
の
財
政
状
況

に
つ
い
て
お
話
が
あ
り
、
会
員

も
現
状
を
知
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
と
思
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
ナ
ン
シ
ー
・
ロ
ス
さ

ん
に
「
能
楽
の
魅
力
」
と
題
し

て
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ナ
ン
シ
ー
さ
ん
は
、
米
国
人

で
祖
父
の
影
響
で
日
本
文
化
の

美
し
さ
に
魅
了
さ
れ
、
平
成
5

年
に
英
語
講
師
と
し
て
来
日
、

翻
訳
の
分
野
で
も
活
躍
さ
れ
て

い
ま
す
。そ
の
後
能
楽
に
ふ
れ
、

子
供
の
こ
ろ
か
ら
フ
ル
ー
ト
を

や
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、「
能

管
」か
ら「
舞
」「
太
鼓
」「
地
謡
」

と
研
鑽
を
積
ま
れ
今
で
は
福
山

市
の
喜
多
流
大
島
能
楽
堂
で
演

じ
て
お
ら
れ
る
方
で
す
。「
能

管
」
の
実
演
に
私
は
全
身
が
共

鳴
し
、
引
き
込
ま
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
の
「
日
本
文
化

に
は
、
歌
舞
伎
も
あ
る
が
、
な

ぜ
お
能
で
す
か
」
と
い
う
問
い

に
は「
歌
舞
伎
も
沢
山
見
た
が
、

何
と
い
っ
て
も
、
お
能
の
《
渋

さ
》
が
好
き
。」
と
の
答
え
で

し
た
。

　

最
後
に
参
加
者
の
感
想
で

す
。「
日
本
文
化
の
底
流
に
脈
々

と
受
け
継
が
れ
て
い
る
は
ず
の

《
能
》、
し
か
し
私
の
生
活
に
は

あ
ま
り
に
遠
く
に
存
在
し
て
い

る
《
能
》。
自
ら
日
々
研
鑽
を

積
ま
れ
、今
の
自
分
に
は
《
能
》

の
な
い
毎
日
は
考
え
ら
れ
な
い

と
仰
っ
た
こ
と
に
心
打
た
れ
ま

し
た
。
外
国
に
育
っ
た
人
が
日

本
の
文
化
を
発
見
し
、
そ
の
世

界
を
深
め
て
行
か
れ
る
と
い
う

生
き
方
に
触
れ
、
忘
れ
が
た
い

一
日
に
な
り
ま
し
た
。」

　

鹿
児
島
支
部
は
平
成
26
年
度

よ
り
支
部
の
発
展
と
存
続
を
考

え
て
役
員
の
み
な
ら
ず
支
部
長

も
１
年
で
交
代
す
る
当
番
制
に

な
り
、
順
番
で
私
が
支
部
長
を

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
日
常
に
追
わ

れ
、
同
窓
会
と
は
正
直
疎
遠
に

な
っ
て
お
り
ま
し
た
。
前
年
度

か
ら
役
員
を
し
て
、
同
窓
会
の

進
め
方
の
話
し
合
い
に
参
加
し

て
、
大
学
卒
業
以
来
お
会
い
し

て
い
な
か
っ
た
１
、２
学
年
上

の
先
輩
方
と
交
流
を
持
て
た
こ

と
は
、
と
て
も
楽
し
い
時
間
で

し
た
。

　

そ
し
て
、
今
年
度
の
総
会
・

交
流
会
の
準
備
を
す
る
中
で

は
、
10
歳
、
20
歳
離
れ
た
後
輩

と
話
す
機
会
も
あ
り
世
代
を
こ

え
て
、
同
じ
大
学
を
卒
業
し
た

と
い
う
こ
と
で
心
が
通
じ
あ
う

の
も
う
れ
し
い
こ
と
で
し
た
。

　

実
際
に
自
分
が
担
当
す
る
こ

と
で
、
来
て
い
た
だ
く
方
に
い

か
に
喜
ん
で
い
た
だ
く
か
な

ど
、
開
催
す
る
側
の
気
持
ち
が

わ
か
り
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
は
、

毎
年
送
ら
れ
て
く
る
案
内
の
は

が
き
も
さ
っ
と
目
を
通
し
て
そ

の
ま
ま
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。
同
窓
会
を
継
続
し
て
下

さ
っ
た
先
輩
方
に
感
謝
の
気
持

ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

今
年
度
は
６
月
12
日
に
「
割

烹
て
ら
田
」
で
会
員
13
名
、
来

賓
２
名
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

矢
野
芙
美
子
会
長
か
ら

一
〇
〇
周
年
事
業
へ
向
け
て
の

協
力
依
頼
な
ど
の
お
話
が
あ
り

ま
し
た
。

　

学
長
補
佐　

渡
邉
俊
准
教
授

か
ら
福
岡
女
子
大
学
百
年
史
の

資
料
と
し
て
学
生
生
活
な
ど
の

思
い
出
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
い
う
こ
と
で
、
会
話

が
は
ず
み
ま
し
た
。
交
流
会
で

は
、
食
物
科
の
先
輩
に
あ
た
る

村
上
祥
子
先
生
の
「
レ
ン
チ
ン

レ
シ
ピ
」の
紹
介
を
し
ま
し
た
。

　

支
部
長
を
引
き
受
け
た
こ
と

で
、福
岡
で
開
催
の
支
部
長
会
・

総
会
に
出
席
す
る
機
会
を
い
た

だ
き
、
よ
り
同
窓
会
を
身
近
に

感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は

貴
重
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
支
部
長
の
役
を
す
る
こ

と
で
、
大
変
な
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
が
、
そ
れ
以
上
に
楽
し
い

充
実
し
た
時
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

後
輩
の
方
へ
役
を
引
き
継
い

だ
後
も
、
母
校
へ
の
恩
返
し
の

気
持
ち
で
私
も
微
力
で
す
が
お

手
伝
い
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　私たち民族舞踊研究部は、福岡女子大学、筑紫女学園大学、九州
大学の三大学の合同サークルです。日頃は平日と土曜の週 2日、夏
休みなどの長期の休みには全国の同じような活動をしている人たち
が集まるイベントに参加しています。学園祭ではステージで踊りを
披露し、そのために練習を行っています。また社会人の方々との交
流も行っており、社会人サークルに学生が参加したり、逆に学生の
活動にOBや OGの方々が来てくださることもあります。
　このサークルに入ってよかったと思ったことは、全国に友達がで
きること、社会人の方との交流が保てること、サークル内で他大学
の人と交流ができることです。福岡だけではなく全国各地に民族舞
踊研究部はあり、先述の全国イベントでは大学間で交流を深め、踊
りを楽しんでいます。社会人サークルとの交流が多い地区では、新
しい曲が次々と入り、それを別の地区に学生がまた伝えるという形
で多くの人々が繋がっています。一方で、サークル内で他大学の生
徒と交流することで幅広い交友関係を築くことができます。
　更に、主な活動内容は曲を上級生が下級生に教え練習することな
ので、よく体を動かし、運動不足解消につなげることができます。
週 2回程度、平日と休日の活動なので自分のペースで続けることが
可能です。大学生活ではアルバイトやテスト勉強など個人の事情が

あるため、自分の成績や経済状況に応
じて参加できます。
　いろいろなことに興味を持ち挑戦し
てきた中で、3 年間の大学生活の支え
の一つになったのがサークル活動です。

　

福
岡
女
子
大
学
フ
ォ
ー
ク
ダ

ン
ス
研
究
部
は
私
達
が
入
学
し

た
時
（
昭
和
41
年
）
は
創
設
し

て
4
年
目
の
新
し
い
部
で
し

た
。
先
輩
４
，
５
名
で
始
め
ら

れ
た
と
の
こ
と
で
、
前
年
創
設

さ
れ
た
九
州
大
学
の
民
族
舞
踊

研
究
会
を
パ
ー
ト
ナ
ー
校
と
し

て
練
習
し
て
い
ま
し
た
。
週
１

回
土
曜
日
に
は
九
大
の
教
養
学

部
の
あ
る
六
本
松
と
女
子
大
と

交
代
で
練
習
し
て
い
ま
し
た

が
、
１
時
間
は
か
か
る
の
で
大

変
で
し
た
。

　

私
達
の
学
年
で
20
名
ぐ
ら
い

の
新
入
部
員
が
入
っ
て
先
輩
方

も
慌
て
ら
れ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

サ
ー
ク
ル
ホ
ー
ル
の
狭
い
部

室
は
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
と
新
入
部

員
で
ぎ
ゅ
う
ぎ
ゅ
う
詰
め
な
が

ら
も
活
気
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
し

た
。
新
入
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
で
の
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
部
の

か
わ
い
ら
し
い
コ
ス
チ
ュ
ー
ム

と
軽
や
か
な
ス
テ
ッ
プ
、
踊
っ

て
い
る
人
た
ち
の
楽
し
げ
な
笑

顔
に
惹
か
れ
た
と
き
め
き
は
今

で
も
覚
え
て
い
ま
す
。
実
技
は

世
界
各
国
の
民
族
舞
踊
と
ス
ク

エ
ア
ダ
ン
ス
を
や
っ
て
い
ま
し

た
。

　

ス
ク
エ
ア
ダ
ン
ス
で
は
人
を

コ
マ
の
よ
う
に
動
か
す
コ
ー
ラ

ー
も
高
度
な
技
術
が
必
要
で
す

が
英
語
で
指
示
さ
れ
る
動
き
を

マ
ス
タ
ー
す
る
の
も
必
死
で
し

た
。
春
休
み
、
夏
休
み
に
は
１

週
間
位
の
強
化
訓
練
で
し
た

が
、
朝
か
ら
夕
方
ま
で
踊
り
詰

め
で
筋
肉
が
ぱ
り
ぱ
り
。
合
宿

は
阿
蘇
の
青
年
の
家
な
ど
で
大

自
然
を
満
喫
し
な
が
ら
の
団
体

生
活
を
楽
し
み
な
が
ら
も
、
夜

の
座
学
で
は
ウ
ト
ウ
ト
し
そ
う

に
な
っ
た
の
も
懐
か
し
い
思
い

出
で
す
。

　

2
年
目
に
は
創
立
5
周
年
の

Ｆ
Ｄ
パ
ー
テ
ィ
を
開
き
、
福
岡

市
内
や
九
州
地
区
の
フ
ォ
ー
ク

ダ
ン
ス
の
連
盟
作
り
に
着
手
し

ま
し
た
。
そ
の
時
の
先
輩
後
輩

の
絆
は
今
で
も
大
事
に
思
っ
て

い
ま
す
。
今
で
も
時
々
当
時
の

仲
間
と
集
ま
れ
て
幸
せ
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
Ｆ
Ｄ
Ｃ
の
ま
す

ま
す
の
活
躍
と
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の

皆
様
の
ご
健
勝
を
祈
り
ま
す
。

ナンシー・ロスさん

当時の練習風景

支
部
だ
よ
り

県
東
部
で
の
支
部
総
会
を
実
施
し
て

広
島
支
部
長
　
末
崎  
志
津
子
（
大
17
被
）

支
部
長
を
引
き
受
け
て

鹿
児
島
支
部
長
　
森 

田  

洋 

子
（
大
26
食
）

サ
ー
ク
ル
通
信
　『
民
族
舞
踊
研
究
部
』

女
子
大
Ｆ
Ｄ
Ｃ
の
思
い
出

大学生活の充実

別
府
　
節
子
（
大
17
英
）

国際教養学科 3 年　佐藤　はるな
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番号 日　　程 タイトル 講　　師

１ 10/6（土）
10：00 ～ 11：30

漱石文芸の哲学的基礎
―則天去私の文学の道―

望月　俊孝
（国際教養学科教授）

２ 10/9（火）
10：30 ～ 12：00

美味しく続ける減塩ライフ
～高血圧予防の食生活～
【試食付】（定員 30 名）

梅木　陽子
（食・健康学科講師）

番号 日　　程 タイトル 講　　師

３ 11/10（土）
10：00 ～ 11：30

Learning English through 
Reading 都地　沙央里

４ 11/17（土）
10：00 ～ 11：30

Strategies for Building 
Conversation Timothy PRITCHARD

５ 11/24（土）
10：00 ～ 11：30 Success in English Tests Scott SMITH

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
前　期 後　期

授　業 夏休み 授　業 春休み試
験

試
験

2017年度まで

週1コマ×16週
セメスター制

4

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

前 期

（履修例）

授業履修 海外留学

（履修例）

授業履修 授業履修 インターン
シップ インターンシップ授業履修

授業履修 授業履修

後 期

後　期前　期
第 1

クォーター
第 2

クォーター

第1
クォーター

第 2
クォーター

第 3
クォーター

第 4
クォーター

第3
クォーター

第 4
クォーター

夏休み

夏休み

春休み

春休み

試 

験
試 

験
試 

験
試 

験

試
験

試
験

試
験

試
験

2018年度から

【履修計画例】

海外の大学で学んで
みたいＡさん

週2コマ×8週
週1コマ×8週

クォーター制

2018年4月
から

国際プログラムを利用して、英語
力を向上させるだけでなく、様々
な国の言語や文化を体験したい。

積極的に社会体験を
したいＢさん
ビジネスの現場を体験すること
で自己の適性を確認し、興味のあ
る職場や企業を見つけたい。

　

福
岡
女
子
大
学
で
は
今
春
、

全
学
一
斉
に
4
学
期
制
（
ク
ォ

ー
タ
ー
制
）
を
導
入
い
た
し
ま

し
た
。
す
で
に
導
入
し
て
い
た

他
大
学
を
参
考
に
約
2
年
か
け

て
計
画
を
練
り
上
げ
ま
し
た
。

　

長
期
休
暇
を
除
い
た
授
業
期

間
を
4
分
割
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

期
間
の
終
わ
り
に
定
期
試
験
を

課
し
ま
す
。
授
業
を
週
1
コ
マ

か
ら
週
2
コ
マ
に
増
や
し
（
主

な
授
業
パ
タ
ー
ン
は
「
月
・
木
」

「
水
・
金
」「
火
×
2
」）、
集
中

的
に
授
業
を
受
け
る
こ
と
で
教

育
効
果
の
向
上
を
狙
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
留
学
や
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
へ
参
加
し
や
す
く
な

る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
第
2
ク
オ
ー
タ
ー

と
夏
休
み
の
約
4
カ
月
で
留
学

や
第
4
ク
ォ
ー
タ
ー
と
春
休
み

で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
い
う

期
間
の
使
い
方
が
考
え
ら
れ
ま

す
。
2
学
期
制
の
場
合
で
は
前

期
や
後
期
を
丸
ご
と
休
ま
ざ
る

を
得
な
い
活
動
と
授
業
と
の
両

立
が
ク
ォ
ー
タ
ー
制
に
な
る
こ

と
で
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　

第
1
ク
ォ
ー
タ
ー
終
了
時
に

行
っ
た
学
生
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら

は
、
集
中
的
に
授
業
が
実
施
さ

れ
る
こ
と
に
よ
り
、
授
業
内
容

を
理
解
し
や
す
く
な
っ
た
、
定

期
試
験
の
勉
強
に
取
り
組
み
や

す
く
な
っ
た
と
の
意
見
が
あ
る

一
方
、
必
修
科
目
の
配
置
や
履

修
登
録
の
時
期
な
ど
の
改
善
を

要
望
す
る
声
も
届
け
ら
れ
て
お

り
、
学
生
の
選
択
肢
を
広
げ
る

た
め
今
後
も
更
な
る
取
組
み
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　福岡女子大学フィルハーモニー・オーケストラの設立にあたり、
楽器の寄附について第 92 号会報（平成 29 年 5 月 1 日発行）及び第
93 号会報（平成 29 年 10 月 1 日発行）でご協力をお願いしたところ、
６件の問い合わせがありました。そのうち３件につきましては、実
際にご提供いただき、学生が活用しています。みなさまの温かいご
支援に心よりお礼申し上げます。
　また、下記記載の楽器につきましては、引き続き寄附を受け付け
ております。みなさまのご支援、ご協力をお願いします。

第３期の募集期間は、平成 30 年 12 月 21 日（金）までとなります。
ご協力いただける方は、お手数ですが下記までご一報ください。
　福岡女子大学 100 周年記念事業事務局
　電話番号：092－661－2411　E-Mail：keiei4@fwu.ac . jp
　受付時間 ：９時～17時（平日）
寄附に伴う経費は原則 100 周年記念事業で負担致します。みなさま
のお力添えを心よりお待ちしております。
　※福岡女子大学フィルハーモニー・オーケストラとは、福岡女子
大学創立 100 周年記念事業の一環として、設立することが決定した
学生サークルです。

◇　福岡女子大学の研究に興味を持っていただくため、専門領域を一般の方向
けにわかりやすくご紹介します。
　会　場：地域連携センター２階　セミナー室２
　受講料：各回 500 円　※高校生無料
　対　象：どなたでも参加OK。お気軽にお申込みください。

◇　福岡女子大学の学部生 1～ 2年生が履修する英語力習得のためのAcademic 
English Programを担当する専任講師による英語講座です。
　会　場：図書館棟１階　LL教室
　受講料：各回 500 円（3回分まとめて申込の場合は 1,000 円）※高校生無料
　定　員： 30 名
　対　象：TOEIC 400 点以上もしくはそれと同等以上の英語力をお持ちの方

【申込方法】＊E-mail、Fax、ハガキのいずれかに、①希望講座番号②氏名（フリガナ）③住所
④電話番号⑤年齢⑥Fax番号（Fax申込の方）をご記入の上、地域連携センターまでお申込み
ください。お電話でも受け付けております。
＊センター内託児室およびセミナー室にて、託児・学童保育サービスを行っています（業者
委託／先着5名・無料）。利用を希望される方は、講座開催日の10日前（土日祝除く）までに、直
接委託先へお電話ください。費用は大学が負担します。
＜委託先＞（株）テノ・サポート　〒812-0036　福岡市博多区上呉服町10-10
　　　　　　　　　　　　　  　フリーダイヤル0120-8000-29（受付時間：平日9時～19時）

【お申込み・お問い合わせ】福岡女子大学 地域連携センター
　〒813-8529　福岡市東区香住ヶ丘１-１-１
　TEL：092-661-2728（直通）／092-661-2411（代表）　FAX：092-692-3220
　E-mail : kyomenkow@fwu.ac.jp   URL : http://www.fwu.ac.jp/collaboration/

寬
仁
親
王
妃
信
子
殿
下
が
地

方
事
情
御
視
察
の
た
め
本
学

へ
お
成
り
に
な
ら
れ
ま
し

た
。�

（
７
月
15
日
）

　

地
域
と
連
携
し
、

開
か
れ
た
大
学
づ
く

り
の
一
環
と
し
て
、

行
わ
れ
た
納
涼
祭
。

同
窓
会
と
し
て
何
か

で
き
る
こ
と
は
？
と

模
索
し
て
い
た
と
こ

ろ
、
実
行
委
員
会
の

学
生
か
ら
、
浴
衣
の

着
付
け
の
手
伝
い
の

要
望
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
着
付

け
の
手
伝
い
で
は
な

く
、
今
後
浴
衣
を
着

る
き
っ
か
け
に
な
る

よ
う
に
と
、
着
付
け

教
室
を
実
施
し
ま
し

た
。2
回
に
分
け
て
、

20
名
の
学
生
さ
ん
に

同
窓
会
の
理
事
が
対

応
。
真
剣
な
表
情
の

学
生
さ
ん
、
着
付
け
が
終
わ
っ

た
お
互
い
の
姿
を
見
て
、
歓
声

が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
福
岡
市
の
最
高
気

温
が
37
度
を
超
え
た
日
で
し
た

が
、
17
時
か
ら
の
開
会
、
司
会

者
や
ス
タ
ッ
フ
の
浴
衣
姿
に
涼

風
を
感
じ
た
方
も
多
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。

　

納
涼
祭
は
、
地
域
の
方
、
留

学
生
、
学
生
の
参
加
の
下
、
宗

像
市
か
ら
の
出
店
あ
り
、
学
生

や
地
域
の
方
の
出
し
物
あ
り

で
、
あ
っ
と
い
う
間
の
時
間
で

し
た
。

　

そ
の
間
、
学
生
さ
ん
と
地
域

の
方
の
交
流
、
香
住
丘
高
等
学

校
の
生
徒
さ
ん
の
作
品
展
の
見

学
な
ど
に
ぎ
や
か
で
、
和
や
か

な
時
間
で
し
た
。

　

地
域
の
自
治
会
の
会
長
さ
ん

が
、「
福
岡
女
子
大
学
が
平
成

23
年
度
に
新
し
い
大
学
と
し

て
再
ス
タ
ー
ト
し
た
時
か
ら
、

折
々
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
大

学
を
訪
れ
て
い
ま
す
が
、
地
域

に
と
っ
て
垣
根
の
低
い
、
開
か

れ
た
頼
も
し
い
大
学
で
す
。」

と
い
わ
れ
た
こ
と
が
印
象
的
で

し
た
。

H30. ８. ２　納涼祭にてオーケストラ部員の演奏

女子大美術館の彫
刻作品を熱心にご
鑑賞されました。

学生代表との御昼食会。学生たちに御
自身の留学経験談も交えながら温かい
お言葉をかけていただきました。

着付け教室の成果！浴衣美人勢揃い♬

2018
年
度
よ
り
ク
ォ
ー
タ
ー

制
を
導
入
い
た
し
ま
し
た
。

福岡女子大学フィルハーモニー・オーケストラ

ヴァイオリン、ヴィオラ、チェロ、コントラバス、フルート、
ピッコロ、オーボエ、クラリネット、ファゴット、ホルン、
トランペット、トロンボーン、チューバ

　福岡女子大学では、地域の皆さまの生涯的な学習に貢献するため、毎年、
様々な公開講座を企画実施しています。

福岡女子大学　平成30年度公開講座のご案内

大学・同窓会共催「納涼祭」
平成30年８月２日　17時～19時　於：図書館棟入口周辺

事業部企画  第1回生活力アップ講座  着付教室
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全
日
本
か
る
た
協
会
で
は
、

か
る
た
の
読
み
手
の
こ
と
を
読ど
く

手し
ゅ

と
言
い
ま
す
。
こ
の
単
語
は

辞
書
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。（
ち

な
み
に
皇
室
で
行
わ
れ
る
歌
会

始
め
で
の
読
み
人
は
講こ
う

師じ

と
言

う
そ
う
で
す
）

　

私
は
「
競
技
か
る
た
」
の
世

界
に
入
っ
て
40
年
に
な
り
ま
す

が
、
30
年
近
く
読
手
を
務
め
て

ま
い
り
ま
し
た
。
声
が
い
い
と

い
う
だ
け
で
、
小
心
者
の
私
に

は
決
し
て
適
し
た
役
で
は
な
い

と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
推
さ

れ
る
ま
ま
に
選
考
会
に
臨
み
、

Ａ
級
公
認
読
手
、専
任
読
手（
当

時
７
人
）
と
な
り
、
名
人
戦
、

ク
イ
ー
ン
戦
、
選
手
権
、
選
抜

大
会
な
ど
重
要
な
場
に
何
度
も

立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

競
技
か
る
た
は
読
手
の
発
す

る
一
音
に
百
分
の
一
秒
の
速
さ

を
競
っ
て
札
を
取
り
合
う
ゲ
ー

ム
で
す
。
畳
の
上
の
格
闘
技
、

頭
脳
ス
ポ
ー
ツ
と
言
わ
れ
る
所

以
で
す
。
あ
く
ま
で
競
技
を
す

る
た
め
の
和
歌
で
す
の
で
、
協

会
独
自
の
ア
ク
セ
ン
ト
、
切
り

方
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
読

み
は
前
の
歌
の
下
の
句
か
ら
始

ま
り
、
最
後
の
一
文
字
を
３
秒

伸
ば
し
て
（
余
韻
）、
１
秒
の

間
を
置
い
て
出
札
の
一
音
目
を

読
み
始
め
ま
す
。
こ
の
余
韻
と

間
合
い
に
い
ち
ば
ん
神
経
を
使

い
ま
す
。
ま
た
、
決
ま
り
字
ま

で
の
発
音
は
と
く
に
ク
リ
ア
で

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
例
え

ば
、決
ま
り
字
「
よ
」
と
「
い
」

の
札
が
残
っ
て
、
読
ま
れ
た
札

を
取
っ
た
方
が
勝
ち
と
な
る
場

面
で
、
読
手
が
力
を
入
れ
て

「
よ
」を
読
も
う
と
し
て「
ィ
よ
」

と
読
ん
で
し
ま
っ
た
ら
、
耳
の

良
い
選
手
は
「
い
」
の
札
を
取

っ
て
お
手
つ
き
で
負
け
る
、
と

い
う
よ
う
な
こ
と
も
起
こ
り
ま

す
。「
ほ
と
と
ぎ
す
・
・
」
の

札
は
「
ほ
」
一
音
で
取
れ
る
札

で
す
が
、「
Ｈ
」
の
音
が
弱
く

「
Ｏ
」
に
聞
こ
え
て
し
ま
う
と

「
お
と
に
き
く
・
・
」
と
い
う

札
が
有
り
ま
す
の
で
、
お
手
つ

き
に
な
り
ま
す
。
私
は
専
任
読

手
に
な
っ
た
時
か
ら
ボ
イ
ス
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
に
通
い
、
広
い
会

場
で
遠
く
ま
で
正
確
な
音
が
届

く
よ
う
に
す
る
た
め
、
腹
式
呼

吸
の
発
声
法
を
身
に
付
け
る
こ

と
を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
読
み

の
前
に
は
滑
舌
を
よ
く
す
る
た

め
の
早
口
言
葉
の
練
習
は
欠
か

せ
な
い
準
備
体
操
で
す
。

　

競
技
か
る
た
の
選
手
に
と
っ

て
大
事
な
の
は
、
決
ま
り
字
の

音
と
下
の
句
を
書
い
た
取
り
札

の
図
柄
な
の
で
、
こ
の
和
歌
が

ど
ん
な
意
味
で
、
作
者
は
誰
で

ど
の
よ
う
な
状
況
下
で
詠
ま
れ

た
も
の
か
な
ど
は
全
く
知
ら
な

く
て
よ
い
わ
け
で
す
。
で
も
、

凄
ま
じ
い
戦
い
の
場
で
あ
っ
て

も
、
読
手
は
三み
そ
ひ
と

十
一
文
字
の
和

歌
を
流
れ
る
よ
う
に
読
み
上
げ

ま
す
。
そ
こ
に
は
や
は
り
王
朝

和
歌
の
美
し
い
日
本
の
言
葉
や

情
景
が
会
場
に
響
き
渡
っ
て
い

る
の
で
す
。

　

数
年
前
か
ら
漫
画
﹃
ち
は
や

ふ
る
﹄
が
ア
ニ
メ
化
さ
れ
、
映

画
に
も
な
り
、
若
い
人
た
ち
の

中
で
競
技
か
る
た
ブ
ー
ム
が
興

っ
て
い
ま
す
。
か
る
た
人
口
も

今
で
は
百
万
人
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
こ
う
な
る
と
、「
競
技

か
る
た
」
も
「
読
手
」
も
そ
の

う
ち
に
辞
書
に
登
場
す
る
か
も

し
れ
な
い
、
な
ど
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

今
私
は
、
５
年
ぶ
り
に
実
施

さ
れ
る
「
専
任
読
手
選
考
会
」

に
挑
戦
す
る
後
輩
の
指
導
に
忙

し
い
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。

︿
付
記
﹀

芹
野
惠
子
さ
ん
は
﹃
ち
は
や
ふ
る
﹄

の
ア
ニ
メ
で
は
山
城
今
日
子
の
声
で
、

映
画
で
は
﹁
下
の
句
﹂﹁
結
び
﹂
で
芹

野
専
任
読
手
役
と
し
て
出
演
し
て
お

ら
れ
ま
す
。

　

女
子
大
の
先
輩
か
ら
「
専
業

主
婦
も
、
ち
ゃ
ん
と
社
会
に
貢

献
し
な
さ
い
」
と
、
2001
年
福
岡

少
年
院
の
読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
誘
わ
れ
た
。
文
学
の
力
を
信

じ
て
飛
び
込
ん
だ
。
1980
年
か
ら

続
く
読
書
集
会
。
小
説
を
読

み
、
自
分
な
り
の
感
想
や
意
見

を
、寮
単
位
で
集
団
討
論
す
る
。

自
由
な
会
話
が
制
限
さ
れ
る
少

年
院
で
の
生
活
の
中
、
自
分
を

表
現
で
き
る
こ
の
時
間
は
特
別

な
時
間
で
あ
る
。
少
年
達
の
素

直
で
率
直
な
発
言
と
そ
の
感
受

性
は
、
彼
ら
に
多
く
の
可
能
性

を
感
じ
る
時
間
で
も
あ
る
。
自

分
と
違
う
意
見
を
認
め
、
多
角

的
に
考
え
る
こ
と
で
視
野
を
広

げ
、
想
像
力
を
喚
起
す
る
。
最

後
に
感
想
を
一
人
ず
つ
発
表
す

る
と
、
過
去
を
真
摯
に
反
省
し

た
り
、
時
に
人
生
の
本
質
を
突

い
て
哲
学
的
で
あ
っ
た
り
も
す

る
。
想
定
外
の
面
白
さ
に
笑
い

も
起
き
る
。
本
の
力
が
純
粋
を

引
き
出
す
。︿
少
年
院
法
が
新

法
と
な
っ
て
時
間
の
制
約
が
で

き
、
小
説
か
ら
﹃
100
万
回
生
き

た
ね
こ
﹄
な
ど
の
絵
本
に
変
更

し
て
活
動
継
続
中
﹀

　

2007
年
、
並
行
し
て
篤
志
面
接

委
員
を
拝
命
。
一
人
の
少
年

と
月
に
１
回
個
人
面
談
す
る
。

出
院
迄
の
７
、８
ヶ
月
間
、
彼

の
「
物
語
」
を
聞
く
。
少
年
院

に
入
り
、
初
め
て
雑
煮
や
お
節

料
理
の
存
在
を
知
っ
た
と
い
う

彼
。
義
父
が
次
々
と
変
わ
り
、

帰
住
先
が
無
く
て
途
方
に
暮
れ

る
彼
。
歌
が
得
意
で
毎
月
外
国

の
歌
手
を
教
え
て
く
れ
た
彼
。

大
人
と
二
人
き
り
で
こ
ん
な
に

長
く
話
を
す
る
こ
と
自
体
人
生

初
体
験
と
言
う
彼
。
心
を
開
い

て
何
で
も
話
し
て
い
た
の
に
、

篤
志
面
接
委
員
が
「
非
個
人
的

な
関
係
」で
し
か
な
い
と
分
り
、

涙
を
流
し
て
抗
議
し
た
彼
。
少

年
院
と
い
う
互
い
に
守
ら
れ
た

場
所
で
、た
だ
共
感
す
る
こ
と
、

彼
ら
の
心
の
整
理
の
手
助
け
を

す
る
こ
と
、
そ
の
未
来
が
幸
せ

で
あ
れ
か
し
と
願
う
こ
と
し
か

で
き
な
い
。
こ
の
無
力
な
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
は
、
自
己
満
足
な

偽
善
だ
と
逡
巡
し
た
こ
と
も
あ

る
。
社
会
貢
献
に
程
遠
い
。
そ

れ
で
も
、
素
敵
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
仲
間
や
少
年
院
の
先
生
方
と

の
出
会
い
が
後
押
し
し
て
く
れ

る
。
今
で
き
る
こ
と
を
行
動
す

る
事
が
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い

直
す
の
で
あ
る
。

　

か
つ
て
女
子
大
で
「
意
思
あ

る
女
性
で
あ
る
こ
と
」
を
学
ん

だ
の
だ
か
ら
。
少
年
達
の
想
像

を
超
え
た
過
酷
な
環
境
を
作
っ

て
し
ま
っ
た
こ
の
社
会
に
、
責

任
が
あ
る
の
だ
か
ら
。
専
門
的

な
資
格
も
な
く
、
お
節
介
な
お

ば
ち
ゃ
ん
が
、
自
分
を
振
り
返

り
悩
み
な
が
ら
、
見
え
な
い
境

界
線
を
示
す
大
人
の
一
人
と
し

て
、
ま
た
今
月
も
君
に
会
い
に

行
く
。

　

運
動
会
の
少
年
院
の
空
は

　
　

た
だ
青
く

　

成
人
式
の
少
年
院
の
空
も

　
　

た
だ
広
く

　

今
日
の
少
年
院
の
空
も

　
　

私
達
と
同
じ
空
で
あ
る

　
「
い
よ
い
よ
九
州
を
離
れ
る

ん
だ
。」
関
門
海
峡
を
渡
り
な

が
ら
こ
れ
か
ら
の
生
活
に
思
い

を
馳
せ
る
。
ど
ん
な
生
活
が
待

っ
て
い
る
ん
だ
ろ
う
。
期
待
と

知
ら
ぬ
土
地
へ
の
不
安
を
抱
え

な
が
ら
住
み
慣
れ
た
福
岡
を
後

に
し
て
広
島
に
嫁
い
で
き
た
の

は
26
歳
の
時
で
あ
っ
た
。
研
究

職
を
希
望
し
て
い
た
私
は
、
福

岡
女
子
大
学
を
卒
業
し
て
国
立

病
院
九
州
が
ん
セ
ン
タ
ー
の
乳

腺
部
に
就
職
し
た
。
乳
癌
細
胞

を
相
手
に
培
養
や
抗
が
ん
剤
の

感
受
性
や
抗
体
を
調
べ
る
仕
事

で
あ
る
。
そ
こ
で
広
島
大
学
か

ら
派
遣
さ
れ
、
同
じ
乳
腺
部
に

配
属
さ
れ
た
外
科
医
で
あ
る
主

人
と
知
り
合
っ
た
。
結
婚
し
て

か
ら
一
年
半
が
経
っ
た
こ
ろ
主

人
に
ア
メ
リ
カ
の
ウ
ィ
ス
コ
ン

シ
ン
州
マ
デ
ィ
ソ
ン
へ
留
学
の

話
が
舞
い
込
ん
で
き
た
。
念
願

の
乳
癌
専
門
の
研
究
が
、
し
か

も
海
外
で
経
験
で
き
る
。
な
か

な
か
こ
ん
な
話
な
ど
頂
け
な
い

と
、
主
人
の
頭
の
中
に
は
断
る

選
択
肢
な
ど
あ
ろ
う
は
ず
も
な

い
。
必
然
的
に
、
私
も
そ
し
て

産
ま
れ
て
10
カ
月
の
長
女
も
一

緒
に
ア
メ
リ
カ
へ
と
渡
っ
た
。

予
想
だ
に
し
な
か
っ
た
ジ
ェ
ッ

ト
コ
ー
ス
タ
ー
の
様
な
人
生
が

始
ま
っ
た
。
マ
デ
ィ
ソ
ン
は
、

北
は
カ
ナ
ダ
、東
側
は
５
大
湖
、

南
に
は
シ
カ
ゴ
が
位
置
し
て
い

るcapital�city
で
あ
る
。
緯

度
は
ほ
ぼ
北
海
道
の
旭
川
と
変

わ
ら
な
い
。
寒
い
時
は
マ
イ
ナ

ス
30
℃
に
な
る
極
寒
の
地
で
あ

つ
た
。
そ
れ
で
も
１
年
２
カ
月

の
留
学
期
間
は
私
に
と
っ
て
生

涯
で
一
番
の
宝
物
と
な
っ
た
。

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
パ
ー
ト
ナ
ー

と
の
英
会
話
の
実
践
、
毎
週
末

の
戸
外
で
の
ポ
ト
ラ
ッ
ク
パ
ー

テ
ィ
ー
、
他
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
と

旅
し
た
カ
ナ
ダ
、
訪
れ
た
ド
イ

ツ
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
フ
ラ
ン
ス
、

イ
ギ
リ
ス
。
沢
山
の
人
と
の
出

会
い
、
そ
し
て
得
た
数
々
の
思

い
出
。
日
本
で
は
全
く
経
験
の

出
来
な
い
夢
の
よ
う
な
日
々
で

あ
っ
た
。
帰
国
し
て
間
も
な
く

次
女
を
出
産
し
た
。
そ
し
て
息

を
つ
く
暇
も
な
く
義
父
の
後
を

継
ぐ
話
が
具
体
化
し
、
右
も
左

も
わ
か
ら
な
い
ま
ま
出
発
し

た
。
が
ん
外
科
が
専
門
の
主
人

は
先
代
の
産
婦
人
科
の
医
院
を

全
て
壊
し
、
ベ
ッ
ド
を
持
つ
有

床
診
療
所
を
立
ち
上
げ
た
。
当

初
は
当
直
の
看
護
師
が
足
り
ず

主
人
が
月
に
10
回
以
上
も
夜
勤

を
し
、
私
自
身
も
受
付
に
立
つ

と
い
う
、
文
字
通
り
の
自
転
車

操
業
で
あ
つ
た
。
あ
れ
か
ら
丁

度
こ
の
６
月
で
26
年
が
過
ぎ

た
。
主
人
は
も
と
も
と
地
の
人

間
で
こ
の
地
元
の
人
に
声
を
掛

け
て
頂
き
な
が
ら
大
き
く
な
っ

た
。

　
「
暗
く
な
る
か
ら
早
く
帰
り

ん
さ
い
。」「
今
日
は
家
が
忙
し

そ
う
だ
か
ら
う
ち
で
食
べ
て

い
き
ん
さ
い
。」
そ
う
声
を
掛

け
て
頂
い
て
い
た
当
時
の
近
所

の
お
じ
ち
ゃ
ん
、
お
ば
ち
ゃ
ん

が
丁
度
今
、
80
歳
、
90
歳
の
高

齢
者
に
な
ら
れ
、
主
人
の
こ
と

を
逆
に
頼
っ
て
こ
ら
れ
る
。
こ

の
方
々
を
、
一
日
で
も
長
く
こ

の
住
み
慣
れ
た
地
域
で
過
ご
し

て
頂
き
た
い
、
守
っ
て
い
き
た

い
と
い
う
主
人
の
想
い
は
、
こ

の
26
年
間
の
中
で
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
、
高
齢
者
マ
ン
シ
ョ
ン
、
居

宅
介
護
支
援
事
業
所
、
そ
し
て

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
設
立
、
認

知
症
カ
フ
ェ
の
運
営
と
次
々

と
姿
を
変
え
、
実
現
し
て
き

た
。
私
も
介
護
を
任
さ
れ
た
以

上
、
固
く
な
り
つ
つ
あ
る
頭
に

鞭
を
打
っ
て
、
認
知
症
ラ
イ
フ

パ
ー
ト
ナ
ー
、
認
知
症
ケ
ア
専

門
士
、
認
知
症
ケ
ア
上
級
専
門

士
、
介
護
支
援
専
門
員
、
薬
学

検
定
と
次
々
資
格
を
取
得
し
て

い
っ
た
。
新
規
開
業
支
援
事
業

と
し
て
広
島
、
大
阪
、
鹿
児
島

な
ど
で
講
演
も
さ
せ
て
頂
い
て

い
る
。
今
で
は
職
員
も
50
名
を

超
え
る
所
帯
と
な
っ
た
。
目
ま

ぐ
る
し
く
走
り
続
け
た
人
生
で

あ
る
が
、
こ
れ
か
ら
も
女
子
大

を
卒
業
し
た
と
い
う
誇
り
を
胸

に
主
人
と
二
人
三
脚
で
地
域
の

方
々
の
た
め
に
走
り
抜
け
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

中央が芹野さん

前列右端が谷本さん

小
倉
百
人
一
首「
競
技
か
る
た
」の

読
手
を
務
め
て

少
年
院
の
空
は
…

　 

読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
篤
志
面
接
委
員
と
し
て

医
療
と
介
護
に
携
わ
っ
て

　
　
〜
地
域
の
方
々
と
共
に
〜

芹
野  

惠
子 

さ
ん
（
大
10
国
）

髙
田  

雅
子 

さ
ん
（
大
24
国
）

谷
本  

恵
美
子 

さ
ん
（
大
31
被
）


